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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
わ
が
国
を
含
む
世
界
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
い
う
難
局
に
直
面
し
て
お

り
、
農
業
経
営
に
与
え
る
影
響
も
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
末
か
ら
農
家
の
担
い
手
不
足

や
遊
休
農
地
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
実
質
化
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
基
盤
整
備
の
促
進
、

魅
力
あ
る
農
業
経
営
の
実
現
、
法
人
化
な
ど
地
域
の
課
題

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
貴
重
な
農
地
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
優
良
農
地
を
守
り
、
新
規
参
入
を
進
め
る
な

ど
、
農
業
・
農
村
の
声
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
様
々
な

農
業
の
課
題
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

現
体
制
の
農
業
委
員
会
は
、
本
年
９
月
に
３
年
間
の
任
期

満
了
を
迎
え
ま
す
。
新
し
い
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
公
募
い
た

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
農
業
委
員
会
の
活
動
に
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
推
薦
・
ご
応
募
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
豊
作
と
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

努
力
が
報
わ
れ
る

農
業
経
営
を
め
ざ
し
て

一関市農業委員会
会　長 

伊 藤  公 夫

【
花
泉
地
域
】…
…
…

　
三 

浦
　
　
熙ひ
か
る

さ
ん（
26
） 

担
い
手
紹
介

がんばる
地域

ichinoseki

　

三
浦
熙
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
後
、

県
立
農
業
大
学
校
に
進
学
し
、「
本

格
的
に
大
好
き
な
牛
飼
い
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
！
」
と
決
意
を
新
た
に

就
農
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
繁
殖
牛
45
頭
、
育
成
牛
13

頭
、
肥
育
牛
50
頭
の
一
貫
飼
育
を
し

な
が
ら
、水
田
も
稲
作
付
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
稲
発
酵
粗
飼
料
）
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
永
年
性
牧
草
6
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
、
合
わ
せ
て
11
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
耕
作
し
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
繁
殖
牛
・
肥
育
牛
と
も
成
育
段

階
に
応
じ
た
１
頭
ご
と
の
個
体
管
理

は
大
変
で
す
が
、
愛
情
を
込
め
て

接
す
る
様
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。」

と
話
す
熙
さ
ん
。

　

趣
味
は
、
愛
車
ス
ト
リ
ー
ム
で
友

達
と
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
だ
と
か
。

　

父
、
健
さ
ん
は
、「
牛
飼
い
は
、

農
政
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の

よ
う
に
、
そ
の
時
の
社
会
情
勢
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
面
も
あ
る
が
、
高

値
で
取
引
さ
れ
た
と
き
な
ど
は
、
努

力
が
報
わ
れ
た
思
い
と
新
た
な
意
欲

が
湧
い
て
く
る
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
の
び
の
び
と
、
農
業
を
楽
し
み
な

が
ら
、
先
輩
方
に
可
愛
が
ら
れ
地
域

か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
に
成
長
し
て

欲
し
い
。」
と
目
を
細
め
な
が
ら
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一関市大東町 中沢田牧場一関市大東町 中沢田牧場
菅原 真優花菅原 真優花さんさん（大原小学校３年生）（大原小学校３年生） 撮影　石川 誠司　農業委員撮影　石川 誠司　農業委員
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昨年10月から、農業委員・農地利用最適化推進委員が参加して各地でプラン作成に
向けた話し合いが行われています。参加委員の感想を紹介します。

『地域農業マスタープラン』の作成で農業の未来を考えよう！

地域農業
マスター
プランって？

これからのスケジュール

　旧千厩地区は一本にまとめ地域マスタープ
ランを作成していましたが、今回は各農家組
合、中山間集落協定地区、農地が点在してい
る市街化地区で話し合いが行われました。
　一方、磐清水地区、寺沢地区、濁沼地区で
も話し合いが行われました。
　現在は何とか集落で農地の維持を行って
いますが、将来担い手がいない点では、市街
化地区、農振地区共通しています。農地を地
域のコミュニティの中に位置づけ生かすと
か、地域自給農家を作るとか、今後も継続し
て協議することが必要です。
千葉 太郎 ［農地利用最適化推進委員］

　室根地区では、中山間制度の「集落戦略」
作成と合わせて19会場で話合いを実施しま
した。
　農地利用の年齢は、75歳以上の割合が多
く、農地の管理状況は、現在９割以上は出来
ていますが、５年後の農地管理可能の意向は
７割になります。
　集落の現状は、担い手が少ない、山間地で
耕作条件の悪い農地が多いなどの課題が多
く出されました。
　地域の農業・農地を守っていくために、国
道・県道付近の基盤整備、担い手の確保、中
山間交付金の活用などの意見が出されま
した。	
藤原美喜男 ［農業委員］

①地域の話し合い
　令和２年10月下旬～令和３年２月頃
②新「地域農業マスタープラン」の作成
　令和３年３月（予定）

　アンケートから耕作地を色分し見える化し
た地図を改めて見直してみますと、戦後開墾
開拓された農地で食料や高収益作物のタバ
コ・養蚕の桑など栽培され農家の収益になっ
ていたことが分かります。
　時代が進むにつれ産業の変化や輸入品・食
生活の多様化により荒廃農地が増えていま
す。この地域で農業だけでの生計は厳しい。
専業農家・兼業農家など農業に携わる形は
いろいろありますが、土に携わることをやめ
てしまえば農村のコミュニティは廃れるだけ
です。大規模化だけではなく小さな農家を守
っていくことが必要と感じました。
遠藤 勝幸 ［農業委員］

　マスタープラン作成の大前提である、地域
ごとの話し合いの場を設け、実際の農業者の
声を聞くことによって、より具体的な今後の
農業の課題を知ることができました。アンケ
ートの結果より現在の農業者の年齢の現状
と耕作面積の管理状況をふまえ、５年後の意
向を課題とし、解決方法を話し合うことによ
って地域がひとつとなって進むべき方向を確
かめることができたし、地域を知ることによ
って、より現実的な担い手への移行の時期や
農地の活用法を話し合うことができたと思
います。
菅原 良博 ［農地利用最適化推進委員］

　11月13日に、農政推進員、認定農業者及び
中山間関係者等34人が出席、課題毎に話し
合い発表後、質疑応答したり意見を述べ合い
ました。また、関係機関の職員からアドバイ
スをもらうなど、活発な話し合いの場となり
ました。
　水害地域での基盤整備に参考となる意見
などが多々あり、一方10アール程度でも採算
を度外視して楽しんで米作りをしている人も
いる、という話もありました。
　次回以降は、行政区の皆さんにも出席して
もらうべきであるという意見が出るなど、有
意義な話合いでした。	
菅原 清一 

［農地利用最適化推進委員］室根地区

千厩地区

藤沢地区

東山地区

川崎地区

農業従事者の高齢化や後継者不足、
耕作放棄地の増加など地域農業の課
題を解決するため、みんなで話し合
い、まとめる

「集落の未来設計図」
です。

①集落の現状把握　現況地図による農地の現状把握
②集落の課題確認　集落農業の課題と解決策
③将来の集落農業　担い手へ農地の集積、農地の活用方針

話し合いの内容
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市
長
へ
意
見
書
を
提
出

　
一関
市
農
業
委
員
会
と
市
長
と
の
懇
談
会
が
、昨
年

11
月
25
日
、川
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。10
月
に
市
長
へ
提
出
し
た
意
見
書
へ
の
回
答
を
踏

ま
え
て
、農
業・農
村
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
42
人
、市
側
か
ら
は
勝
部
市
長
に
代
わ
っ
て
出

席
の
髙
橋
邦
夫
副
市
長
、小
崎
龍一農
林
部
長
の
ほ
か

農
林
部
幹
部
職
員
６
人
が
出
席
。

　
石
川
誠
司
農
政
専
門
委
員
長
と
髙
橋
副
市
長
が
あ

い
さ
つ
し
、そ
の
後
石
川
委
員
長
が
座
長
と
な
っ
て
懇

談
会
を
進
行
。ま
ず
、「一関
市
の
農
業
の
情
勢
に
つ
い

て
」と
題
し
て
小
崎
農
林
部
長
か
ら
、当
市
の
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
、農
業・農
村
の
役
割
や
農
村
集
落
の
現
状

と
今
後
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、懇
談
に
入
り
ま

し
た
。

　
懇
談
は
、意
見
書
の
項
目
ご
と
に
市
の
取
組
み
に
つ

い
て
回
答
が
あ
り
、そ
の
後
意
見
交
換
と
い
う
流
れ
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。終
了
予
定
時
間
と
な
っ
て
意
見
交

換
を
終
了
し
、最
後
に
伊
藤
公
夫
会
長
か
ら
の
お
礼
の

あ
い
さ
つ
で
懇
談
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
の
主
な
や
り
と
り
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。 地

域
農
業
の
課
題
解
決
へ
意
見
交
換

昨年10月28日、一関市農業委員会は、勝
部修市長へ「令和２年度農地等の利用の
最適化の推進に関する意見書」を提出し
ました。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
促
進

や
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
農
業
・
農
村
が
抱
え
る

課
題
解
決
に
向
け
て
、
今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
い

た
だ
く
よ
う
次
の
８
項
目
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

１
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

２
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
に

　
　
つ
い
て

３
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ
い
て

４
、
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

５
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽
減
に
つ
い
て

６
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

７
、
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
質
化
に
向
け
た

　
　
支
援
に
つ
い
て

８
、
農
業
委
員
会
の
人
材
確
保
と
活
動
体
制
の
強
化

　
　
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
農
業
委
員
会
と
市
長
と
の
懇
談
会

◉
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

に
つ
い
て

千
田
幹
雄
・
農
業
委
員
［
千
厩
地
域
］

■
委
員　

こ
の
間
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
集
ま
り
を
持
っ
て
感
じ
た
事
だ
が
、
ま

だ
ま
だ
地
域
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
感

覚
が
薄
い
な
と
思
っ
た
。
将
来
自
分
が
稼
げ

な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
後
継
者
が
い

ま
す
か
と
質
問
し
た
ら
、
50
人
ぐ
ら
い
の
参

加
者
の
中
で
一
人
も
手
を
挙
げ
る
人
が
い
な

か
っ
た
。
現
状
を
心
配
し
て
い
る
け
ど
も
ど

う
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、

と
い
う
の
が
現
実
の
よ
う
だ
。
関
係
機
関
の

方
は
セ
ク
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
、
一
つ
ひ
と
つ

あ
る
程
度
方
向
性
を
決
め
て
地
域
に
伝
え
る

こ
と
が
必
要
と
思
う
。

■
市　

地
域
・
集
落
に
よ
っ
て
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
あ
る
。
地
域
の
農
業
を
ど
う
や
っ
て
進

め
て
行
く
か
、
担
い
手
の
育
成
、
集
落
営
農

の
推
進
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

関
係
機
関
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

◉
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ
い
て

菅
原
吉
昭
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　 

［
一
関
地
域
］

■
委
員　

野
菜
は
担
い
手
が
使
う
面
積
が
限

ら
れ
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
面
積
を

使
う
作
物
、
麦
・
大
豆
と
か
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
た
方
が
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な
が

る
と
思
う
。

　

年
々
米
に
代
わ
っ
て
転
作
作
物
の
作
付
け

を
進
め
て
は
い
る
が
、
十
分
な
支
援
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

■
市　

来
年
度
の
米
の
生
産
数
量
は
、
今
年

度
よ
り
だ
い
ぶ
減
ら
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
主

食
用
か
ら
飼
料
用
へ
あ
る
い
は
高
収
益
作
物

へ
の
転
換
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
の
方
で
そ
れ
に
向
け
た
支
援
を
行
う

と
の
報
道
が
あ
る
。
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら

市
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◉
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽
減
に

つ
い
て

菅
原
豊
一
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　

　
　
　
　 

［
大
東
地
域
］

■
委
員　

私
は
り
ん
ご
を
作
っ
て
い
る
も
ん

だ
か
ら
、
鳥
獣
害
が
一
番
困
る
。
ク
マ
対
策

に
電
牧
設
置
し
た
が
、
そ
の
す
き
間
を
ぬ
っ

て
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
タ
ヌ
キ
が
来
る
。
カ
ラ
ス

や
ハ
ト
も
来
る
。
年
々
頭
数
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
お
か
げ
で
り
ん
ご
生
産
者
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。
私
は
や
め
た
く
な

い
が
、
有
害
鳥
獣
の
頭
数
を
減
ら
す
よ
う
に

国
に
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

■
市　

猟
友
会
に
お
願
い
し
て
、
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
を
進
め
て

い
る
。
来
年
度
は

国
が
対
策
予
算
を

増
額
す
る
と
見
込

ま
れ
、
シ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
の
増
加
、
侵
入

防
止
柵
の
設
置
な

ど
適
切
な
対
策
に

あ
た
っ
て
い
き
た

い
。
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
今
ま
で
の
生
活
が
す
べ
て
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
一
年
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

世
界
中
の
誰
も
が
、
い
つ
終
わ
る
か
も

分
か
ら
な
い
禍
の
中
に
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
新
し
い
年
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
私
た
ち
農
業
者
は
、
大

地
を
守
り
、
食
を
支
え
る
こ
と
を
変
わ
ら

ず
に
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
変
わ
ら
ず
に
続
け
て

い
け
る
こ
と
が
、
逆
に
と
て
も
貴
重
で
、

あ
り
が
た
い
仕
事
で
あ
る
と
、
改
め
て
農

業
と
い
う
仕
事
に
感
謝
と
誇
り
を
持
て
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
に
は
課
題
が
山
積
み
で
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
拝
命
し
、

任
期
途
中
で
す
が
、
少
し
で
も
こ
の
地
域

を
守
る
た
め
に
、
皆
様
と
共
に
進
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

良
博

編
集
後

記

　

私
は
、
３
年
前
に
東
京
で
の
会
社
勤
め
に
区
切
り
を
つ

け
、
実
家
の
あ
る
一
関
市
大
東
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
が
家
で
は
、
原
木
乾
燥
椎
茸
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
繁
殖

和
牛
を
軸
に
農
業
経
営
を
し
て
お
り
、
父
母
を
手
伝
い
な

が
ら
農
作
業
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨

年
は
個
人
で
、
椎
茸
用
の
原
木
千
四
百
本
を
購
入
し
植
菌

作
業
を
行
い
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
栽
培
規
模
３
ア
ー
ル
で
作

付
し
出
荷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
に
は
新
規
就
農
者
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
で

き
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
規
模
を
拡
大
し
、
経

営
基
盤
を
固
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
時
に
、
農
業

者
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。
農
業
委
員
か

ら
の
勧
め
も
あ
り
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
加
入
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
母
も
加
入
し
て
お
り
、
65
歳
か
ら
の

受
給
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
自
分
の
仕
事
に
精
進
し
、
地
元
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。 【

大
東
地
域
】
佐
々
木　

和
典 

さ
ん

　現在の農業委員及び農地利
用最適化推進委員は、令和３
年９月をもって３年間の任期を
満了します。
　新しい農業委員・農地利用
最適化推進委員の推薦・応募
による募集は、令和３年５月
頃を予定しています。

■農業委員　［募集人数］24 人
■農地利用最適化推進委員［担当区域ごとの募集人数］
　一関８人、花泉７人、大東５人、千厩４人、
　東山３人、室根３人、川崎２人、藤沢４人　
　（計 36 人）
推薦・応募の要件など詳しい内容は、
後日市広報等でお知らせします。

新しい農業委員・農地利用最適化推進委員を公募します

農
業
者
年
金
加
入
を

新
た
な
一
歩
と
し
て

農業者年金で明るい将来計画!

農業者年金のお問い合わせは
農業委員会またはお近くのJA窓口へ
電話 21-8692
（一関市農業委員会）

全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、
毎週金曜日発行しています。
●お申込みは、農業委員会または各支所産業建設課まで

購読料

月額 ７００円

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長	

佐
藤
　
圭
一

副
委
員
長	

千
葉
　
太
郎

編
集
委
員

　
佐
藤
多
賀
幸	

畠
山
　
　
潔	

　
菅
原
　
清
一	

藤
原
美
喜
男	

　
遠
藤
　
勝
幸	

菅
原
　
良
博

平成3１年1月から令和元年12月までに締結（公告）された賃借料におけ
る賃借料水準（10アール当たり）は、以下のとおりとなっています。

備
考

●今回公表する賃借料情報は実際の契約の参考としていただくために、それぞれの地域ごとに契約額が極端に高額、低額（平均値の1.7倍以上および0.3倍以下のもの）
な実例をあらかじめ削除し全体集計しています。

●賃借料が無料の使用貸借契約もありますが実例として含めていません。
●実際の賃貸借契約の際は、対象農地の収穫見込み量や形状、隣接する道水路などの状況を考慮し、両者で協議の上決定してください。
●令和２年１月から令和２年１２月までにおける賃借料情報は、まとまりしだい農業委員会事務局の窓口とホームぺージでお知らせします（２月ごろを予定）。

農 地 賃 借 料 情 報

平均額 最高額 最低額 データ数
一関・花泉地域 4,167円 6,350 円 2,312 円 41
大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 3,421円 5,440 円 1,564 円 46

❷ 
畑の部

（10a当たり）

平均額 最高額 最低額 データ数
一関・花泉地域 6,993円 12,000 円 2,500 円 926
大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 8,626円 14,605 円 2,875 円 1,840

❶ 
田（水稲）の部
（10a当たり）


